
ひと編

古
代
中
国
の
思
想
家
・
孔
子
の
教

え
「
論
語
」
に
魅
せ
ら
れ
た
元
熊
本

市
職
員
の
松
﨑
昇
さ
ん

中
央

区

は
、
解
説
本
の
出
版
や
講
座
の

講
師
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
広
め

る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
３
月
に
は

学
生
ら
に
無
料
で
教
え
る
講
座
を
始

め
る
。
「
人
間
関
係
や
生
き
る
上
で

役
立
つ
言
葉
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
若

者
に
『
徳
』
（
美
し
い
人
間
性
）
を

磨
い
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
」
と

の
思
い
だ
。

２
月
下
旬
の
平
日
、
熊
本
市
内
の

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
。

人
ほ
ど
の
受

講
生
と
松
﨑
さ
ん
が
、
論
語
「
陽よ

う

貨か

篇へ
ん

」
の
一
部
を
朗
読
し
て
い
た
。
難

し
い
言
い
回
し
や
漢
字
が
並
ぶ
論
語

だ
が
、
ジ
ョ
ー
ク
や
時
事
ネ
タ
を
交

え
な
が
ら
時
折
笑
い
を
誘
い
つ
つ
、

１
時
間
半
講
義
し
た
。

松
﨑
さ
ん
の
論
語
と
の
出
合
い

は
、
市
国
際
交
流
会
館
の
職
員
時
代

に
企
画
し
た
歌
人
の
故
安
永
蕗
子
さ

ん
の
講
座
だ
。
学ま

な

び
て
時と

き

に
之こ

れ

を
習な

ら

う
―
と
続
く
冒
頭
の
一
節
を
受
け
、

安
永
さ
ん
は
「
人
間
、
何
に
な
る
か

で
は
な
く
ど
う
生
き
る
か
。
人
格
を

磨
く
こ
と
を
人
生
の
目
的
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。
出
世
の
た
め

に
生
き
る
の
か
、
金
の
た
め
か
、
有

名
に
な
る
た
め
か
―
と
交
錯
し
て
い

た
松
﨑
さ
ん
の
心
に
、
重
く
突
き
刺

さ
る
言
葉
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
仕
事
の
傍
ら
約

年
か

け
て
学
び
、
入
門
書
の
出
版
も
果
た

し
た
。
「
礼れ

い

有あ

ら
ば
、
四し

海か
い

の
内う

ち

、

皆み
な

兄け
い

弟て
い

な
り
」
（
礼
を
大
切
に
す
れ

ば
、
み
ん
な
兄
弟
姉
妹
）
の
一
節
に
、

姉
妹
を
欲
し
が
る
一
人
っ
子
の
実
娘

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
る
な
ど
、
日

常
に
即
し
た
親
し
み
や
す
さ
を
意

識
。
「
論
語
は
２
５
０
０
年
読
み
継

が
れ
た
超
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
単
な
る
古
い
書
物
で
も
宗

教
で
も
な
く
、
日
常
生
活
や
仕
事
に

役
立
つ
実
践
的
な
指
南
書
だ
」
と
松

﨑
さ
ん
は
力
説
す
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

講
座
な
ど
で
講
師
を
務
め
る
よ
う
に

な
り
、
現
在
は
６
講
座
で
約

人
の

受
講
生
を
受
け
持
つ
。
高
校
な
ど
に

も
依
頼
が
あ
れ
ば
出
向
い
て
い
る
。

今
月
か
ら
は
、

毎
月
第
１
土
曜

（
３
月
は

日
）
に
、
中
学
生
か
ら

大
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料
講
座

「
あ
し
た
の

た
め
の
青
少
年
論
語

塾
」
を
始
め
る
。
中
央
区
の
市
国
際

交
流
会
館
で
お
お
む
ね
１
年
間
。
企

業
や
学
校
な
ど
の
団
体
は
、
単
発
で

無
料
の
出
前
講
座
も
受
け
付
け
て
い

る
。松

﨑
さ
ん
は
「
ど
の
言
葉
も
新
鮮

に
響
き
、
自
身
を
強
く
す
る
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
は
ず
。
礼
節
を
重
ん
じ
、

優
し
さ
を
持
ち
、
清
く
正
し
い
生
き

る
方
法
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。
☎
０
９
０
（
１
０
８

６
）
１
７
２
７
。

（
河
北
希
）

カルチャー講座で論語について解説する松﨑昇さん

＝熊本市中央区

若者向け講座開講へ 生活 仕事に役立つ指南書

元

熊
本
市
職
員
・
松
﨑
昇
さ
ん

人
生
に
論
語

清
く
正
し
く
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新しい命 大切に育てたい

武蔵小の児童らが整備に取り組み、完成したビオトープ

＝熊本市北区
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∪
∪
∪
∪
∪
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∪
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∪
∪
∪
∪
∪

北
区
・
武
蔵
小
に
ビ
オ
ト
ー
プ

熊
本
市
中
央
区
新
町
・
古
町

地
区
に
あ
る
築
１
４
３
年
の

「
早
川
倉
庫
」
の
改
修
が
完
了

し
た
。
市
が
進
め
る
町
屋
を
生

か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
の
一

環
。
４
月
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
貸
し
出
さ
れ

る
。早

川
倉
庫
は
木
造
２
階
建

て
。
物
置
だ
っ
た
２
階
の
一
部

（

平
方
㍍
）
を
改
装
し
た
。

空
調
や
照
明
、
階
段
を
新
た
に

整
備
し
、
約

席
を
備
え
た
。

従
業
員
の
早
川
祐
三
さ
ん

は
「
職
種
や
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
刺

激
し
合
え
る
場
に
し
た
い
」
と

話
す
。

３
日
は
「
熊
本
の
Ｄ
Ｘ
を
考

え
る
」
と
題
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
４
日

も
あ
る
。

市
が

年
度
に
始
め
た
補
助

事
業
。
補
助
率
は
合
計
額
の
２

分
の
１（
限
度
額
３
０
０
万
円
）

で
、
１
９
５
０
年
以
前
に
伝
統

工
法
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
木

造
建
築
物
が
対
象
。
第
１
弾
と

な
っ
た
川
尻
地
区
の
町
屋
は
、

１
月
か
ら
子
ど
も
食
堂
や
地
域

住
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
樋
口
琢
郎
）
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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∂
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∂
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∂
∂
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∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

熊
本
市
中
央
区
の
国
立
病
院
機
構

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
看
護
学
校

で
３
日
、
卒
業
式
が
あ
っ
た
。
３
年

間
学
ん
だ
〝
看
護
師
の
卵
〞

人
が

マ
ス
ク
を
外
し
、
晴
れ
や
か
な
表
情

で
学
び
や
を
巣
立
っ
た
。

卒
業
生
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０

年
の
４
月
に
入
学
。
卒
業
す
る
ま
で

人
と
の
接
触
を
避
け
る
学
校
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
卒
業

式
に
は
、
保
護
者
や
在
校
生
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
月
か
ら
同
病
院
の
看
護
師
と
し

て
働
く
丸
山
望の

愛あ

さ
ん

は
「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
た
り
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
の
顔
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
し
、
本
当
に
看
護
師
に
な
れ
る
の

か
と
不
安
も
あ
っ
た
」
と
し
つ
つ
、

「
周
囲
の
支
え
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
」

と
謝
意
を
示
し
た
。（

志
賀
茉
里
耶
）

ナースの卵 笑顔で卒業式 中央区の看護学校

マ
ス
ク
を
外
し
て
卒
業
式
に
出
席
し
た
国
立
病
院
機
構

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
看
護
学
校
の
卒
業
生

熊
本
市
中
央
区

町屋 ワークスペースに

早川倉庫 来月から貸し出し

中
央
区

熊
本
市
北
区
の
武
蔵
小
に
２

月

日
、
池
や
樹
木
を
配
置
し

た
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
の
生
息

空
間
）
が
完
成
し
、
児
童
や
地

元
住
民
ら
が
祝
っ
た
。

ロ
ー
ソ
ン
の
「
緑
の
募
金
」

を
活
用
し
た
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
学
校
環
境
緑
化
モ
デ
ル
事

業
。
機
構
が
毎
年
、
全
国
の
小

学
校
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
。
２
０
２
２
年
度
は

校
が

選
ば
れ
、
県
内
で
は
同
市
の
武

蔵
小
と
出
水
南
小
が
助
成
（
１

校

万
円
）
を
受
け
た
。

武
蔵
小
は
昨
年
度
か
ら
校
庭

に
あ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
を
始

め
、
本
年
度
は
カ
エ
デ
や
ア
カ

シ
ア
を
植
樹
し
、
池
に
ろ
過
器

を
設
置
。
児
童
ら
は
定
期
的
に

清
掃
し
た
り
、
池
の
魚
に
餌
を

や
っ
た
り
し
て
世
話
し
て
い

る
。記

念
式
典
に
は
児
童
ら
約
１

０
０
人
が
参
加
。
６
年
生
の
木

村
ま
や
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
協
力
で
完
成
し
た
。

新
し
い
命
を
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
樋
口
琢
郎
）

早川倉庫の２階に完成したワーキングスペース

＝熊本市中央区

熊
本
城
復
旧
の
担
い
手
を
石
工
な
ど
専
門
職

育
成
向
け
研
修
会

飯田丸五階櫓台の石垣を積み直す様子を

見学する参加者＝熊本市中央区

□
大
川
小
裁
判
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
県
・
大
川
小
の
裁
判
記

録
を
た
ど
っ
た
映
画「
生
き
る
」

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
４
日
、

熊
本
市
中
央
区
の
映
画
館
「
Ｄ

ｅ
ｎ
ｋ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ
」
で
あ
る
。

午
後
３
時
半
か
ら
の
上
映
後
、

原
告
の
遺
族
側
が
勝
訴
し
た
裁

判
を
担
当
し
、
映
画
に
登
場
す

る
齋
藤
雅
弘
弁
護
士
（
東
京
）

が
登
壇
。
被
災
地
と
水
俣
市
の

交
流
研
究
な
ど
に
取
り
組
む
熊

本
大
大
学
院
の
石
原
明
子
准
教

授
と
、
裁
判
の
意
義
や
防
災
の

重
要
性
な
ど
を
話
す
。
映
画
は

同
館
で
９
日
ま
で
公
開
中
。

∪
∪
∪
∪
∪

熊
本
市●

民
謡
「
田
原
坂
」
全

国
大
会

２
月

日
、
北
区
植

木
町
の
植
木
文
化
セ
ン
タ
ー
で

あ
っ
た
。
西
南
戦
争
最
大
の
激

戦
「
田
原
坂
の
戦
い
」
を
題
材

に
し
た
民
謡
を
後
世
に
継
承
し

よ
う
と
、
実
行
委
員
会
（
本
條

秀
美
委
員
長
）
が
毎
年
開
い
て

い
る
。
県
内
外
か
ら
１
８
２
人

が
出
場
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
壮
年

の
部
優
勝
の
田
浦
豊
子
さ
ん

（
宇
城
市
）
が
選
ば
れ
た
。
ほ

か
の
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）
。
▽
少
年

綾

垣
璃
穂
（
大
分
県
）
▽
青
年

福
田
智
俊
（
熊
本
市
西
区
）
▽

高
年

久
原
正
次
（
同
）
▽
寿

高
年

水
原
賢
次
（
福
岡
県
）

▽
座
敷
唄

川
邉
美
加
（
菊
陽

町
）●「

防
犯
若
武
者
ベ
ア
ー
ズ
」

退
会
式

２
月

日
、
県
警
本

部
で
あ
り
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
ベ
ア
ー
ズ
を
今
春
で
退

会
す
る
学
生
ら

人
に
感
謝
状

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
団
体

共
同
代
表
で
熊
本
学
園
大
４
年

の
坂
本
稜
介
さ
ん
は
「
経
験
を

糧
に
、
社
会
に
出
て
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

年
度
は
、
自
転

車
の
鍵
の
二
重
ロ
ッ
ク
を
中
心

に
呼
び
か
け
た
。
団
体
は

年

に
結
成
さ
れ
、
大
学
生
や
専
門

学
校
生
ら
が
参
加
す
る
。
会
員

数
は
３
月
末
で

人
に
な
る
。

「
防
犯
若
武
者
ベ
ア
ー
ズ
」
の

退
会
式
に
出
席
し
た
学
生
た
ち

熊
本
市
中
央
区

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
特
別

史
跡
・
熊
本
城
の
復
旧
工
事
を

支
え
る
石
工
な
ど
の
専
門
職
の

育
成
を
目
指
す
研
修
会
が
３

日
、
熊
本
市
中
央
区
の
城
彩
苑

で
開
か
れ
た
。
専
門
職
の
不
足

は
熊
本
城
の
復
旧
工
事
が

年

遅
れ
る
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て

お
り
、
市
が
後
進
を
育
て
よ
う

と
初
め
て
企
画
し
た
。
市
は
当

初
、
２
０
１
９
年
に
開
く
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
の
研
修
会
に
は
、
土

木
や
造
園
業
に
従
事
す
る

〜

代
の
約

人
が
参
加
。
市
熊

本
城
総
合
事
務
所
が
、
熊
本
城

の
被
災
状
況
や
復
旧
工
事
の
流

れ
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
石
垣

の
積
み
直
し
が
進
む
飯
田
丸
五

階
櫓

や
ぐ
ら

台
で

築
石

の
裏
に
こ

ぶ
し
大
ほ
ど
の

ぐ
り
石

を
詰

め
て
い
く
工
程
を
見
学
し
た
。

作
業
員
が
「
積
み
直
し
た
後

に
石
の
高
さ
が
合
わ
な
い
場
合

な
ど
は
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、１
日
で
進
む
の
は
石
２
、

３
個
ほ
ど
だ
」
と
、
積
み
直
し

作
業
の
難
し
さ
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
、
参
加
者
は
驚
い
た
様

子
だ
っ
た
。

参
加
し
た
造
園
業
の
松
田
空

さ
ん

同
区

は
「
知
ら

な
い
知
識
が
多
く
勉
強
に
な
っ

た
。
石
工
は
専
門
外
の
技
術
で

自
分
に
で
き
る
か
不
安
も
あ
る

が
、
地
元
の
熊
本
の
た
め
、
熊

本
城
の
復
旧
工
事
に
携
わ
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

来
年
度
以
降
も
研
修
会
を
開

く
予
定
。
岩
佐
康
弘
副
所
長
は

「
復
旧
事
業
は
長
い
時
間
を
要

す
る
た
め
、
技
術
も
引
き
継
ぐ

必
要
が
あ
る
。
若
い
人
を
中
心

に
復
旧
工
事
を
知
っ
て
も
ら

い
、
現
場
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と

話
し
た
。

（
鬼
束
実
里
）
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